
３.研究内容

１．課題目標
福島第一原発のデブリへのアクセスルートの検討に重要な、炉心支持板以下の構造物の破損
進展の予測評価に資するため、制御棒や燃料の溶融物と炉心支持板以下の構造の模擬体を
用いた試験と流体・伝熱解析により、炉心支持板以下の構造物において破損進展が大規模に
進展する条件を明らかにする。福島事故で予想されている事故条件を反映した解析を行い、下
部ヘッドの破損状態の予測評価を試みる。

２.研究実施体制

沸騰水型軽水炉過酷事故後の
燃料デブリ取り出しアクセス性に関する研究

①制御棒と燃料棒チャンネルボックスからなるメ
タル系溶融物の特性評価(東北大）

・制御棒の溶融生成物の雰囲気依存性把握
・制御棒融体と固体ジルカロイの反応性評価
→制御棒・燃料棒の共倒れ条件の把握が
可能に。

②メタル系およびスラグ系溶融物による
ステンレス鋼製構造物の溶融試験と解析
(東工大）

・制御棒由来のメタル系溶融物（Fe-Cr-Ni-B-C系）
中へのステンレス鋼の溶解反応速度測定
・燃料棒由来のスラグ系溶融物（U-Zr-O系）
中へのステンレス鋼の溶解反応速度測定
→炉心下部構造物の破損状況推定の基礎データに。
③実機条件での炉心支持盤破損解析と
燃料溶融物の特性調査(原子力機構）
・シビアアクシデント解析コードを用いた実機条件の検討
・炉心支持盤破損模擬実験による検証データ取得
・燃料溶融物の特性調査
→実機条件での溶融物生成・炉心下部構造物破損
状況の予測を行い、デブリ取り出しアクセス性を評価。
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４.事業実施計画


